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パターン１（社人研推計準拠）

町独自シミュレーション

(年）

約8,000人 

資料：国勢調査（平成22（2010）年までの総人口）、社人研推計値（平成27（2015）年以降の総人口）

H22（2010） 
22,182人 

H22（2010）～ H32（2020） 
住宅開発による人口増加分
を勘案 H52（2040） 

22,282人 将来見込み 
H72（2060） 
20,257人 

何ら対策を講じなかった場合 
H72（2060）11,718人 

H52（2040） 
16,366人 

H42（2030） 
合計特殊出生率が

2.1に上昇 

王寺町総合戦略（概要版）
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男 女

平成22（2010）年 

22,182人 

平成72（2060）年 
社人研推計準拠 

11,718人 

年齢３区分別人口 
（平成22（2010）年比） 

 
老年人口比率   ＋20.2ポイント 
生産年齢人口比率 ▲15.6ポイント 
年少人口比率   ▲4.6ポイント 

平成72（2060）年 
将来見込み 
20,257人 

年齢３区分別人口 
（平成22（2010）年比） 

 
老年人口比率   ＋9.6ポイント 
生産年齢人口比率 ▲12.2ポイント 
年少人口比率   ＋2.6ポイント 

22.9％ 

64.6％ 

12.5％ 

43.1％ 

49.0％ 

7.9％ 

32.5％ 

52.4％ 

15.1％ 

【人口構造のバランス改善】 

人口の推移 

 

社人研推計準拠 

町独自シミュレーション 

※王寺町総合戦略は、第１部「王寺町人口ビジョン」
と第２部「王寺町総合戦略」で構成しています。 

王寺町人口ビジョン 

資料：住民基本台帳 

自然増減（出生数－死亡数）に

ついては、ほぼ均衡を保ち推移し

ています。 

社会増減（転入数－転出数）に

ついては、平成22（2010）年以降

に町内の住宅開発が進んだことな

どにより転入数が転出数を大きく

上回り、近年は社会増の傾向とな

っています。 

平成22（2010）年以降上昇傾向にあり、

平成23（2011）年には奈良県の値を上回り、

平成25（2013）年には1.62まで上昇しまし

たが、平成26（2014）年では1.26になる見

込みです。 

自然増減と社会増減の両面から取組を進め、合計特殊出生率の向上と転出抑制、転入促進を図ります。 
「王寺町総合戦略」に掲げる「住んで満足」「働いて満足」「余暇を満足」の3つの基本目標を達成するため
の諸施策を積極的に取り組み、平成72（2060）年時点における人口を約2万人維持することを目指します。 

◎合計特殊出生率の向上（自然増） 
平成26（2014）年の合計特殊出生率（1.26の見込み）を平成42（2030）年に
人口置換水準（2.1）まで上昇させ、以降、維持することを目指します。 

◎人口の転出抑制、転入促進（社会増） 
平成22（2010）年以降は住宅開発の影響もあり、社会増の傾向となっているも
のの、今後は、社会減が見込まれるため、定住・移住促進を目指します。 

王寺町の総人口は、平成7（1995）年にピークの 24,574 人に達して以降、人口は減少しています。 
国の研究所（社人研）の推計では、今後、総人口は急速に減少を続け、平成52（2040）年には16,366人
（人口ピークである平成7（1995）年から約33％減少）になるものと推計されています。 

「王寺町人口ビジョン」は、人口減少に伴う地域課題に対応するため、人口の現状を
分析し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。 

出生・死亡、転入・転出数の推移 

合計特殊出生率の推移 

 資料：王寺町 
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【人口の将来展望】 平成 72（2060）年に人口約2万人維持を目指します 

【現 状】 

【何ら対策を講じなかった場合】 【改善後の将来見込み】 
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 50.0％(H31 年度) 
 

 
・王寺町内での新規起業件数 

現状値 目標値 
－ (H27 年度) 5 件(H31 年度) 

 

 健やかにくらせる地域づくり 
誰もが住み慣れた地域で、安心していきいきと暮らすことができるよう、住民と地域・事業者・行政の協働

により、健やかな生活のための健康づくり、地域における住民同士の支えあいのための「つながり」の強
化、高齢者が尊厳を持って自立し、生きがいと喜びに満ちた生活を営める地域づくりを推進します。 

 くらしやすいまちづくり 
 若者から高齢者まであらゆる世帯が共存できるまちを目指すため、奈良県と「まちづくりに関する連携協
定」を結び、駅周辺整備や地域交通などの社会基盤づくりとあわせて都市機能の集積を図ることにより、王
寺の地域特性に相応しいコンパクトシティの形成を図ります。 

 安全・安心のまちづくり 
住民一人ひとりが安全・安心の生活を送ることができるよう、災害に備えた社会基盤の整備などによる強

靭なまちづくりとともに、「自助」、「共助」、「公助」の強化による災害に強い地域づくりを推進します。 
また、犯罪や交通事故を防ぐための設備の充実や知識の普及、情報の共有を推進するとともに、地域に

おける自主的な活動を促進します。 

 結婚から妊娠・出産、子育てまで切れ目のない支援 
若者が、結婚や子育ての喜びや意義を認識し、その希望をかなえられるよう、若者の結婚を後押しする

ような取組をはじめ、妊娠の実現、子育てや親としての育ちを支援するような取組を推進します。 
また、これらの取組が町内外の若者に伝わるよう、SNS をはじめ様々なツールで情報発信を行います。 

 女性の活躍促進 
女性が持つ意欲や能力、視点、価値観などが社会のなかで活かされるよう、女性の就労支援を推進しま

す。 

 学びの支援 
子どもたちが、夢や希望を持ち、その夢や希望の実現のために努力し、自立した国際人に育っていくこ

とを目指します。そのベースとして、ふるさと王寺を愛し、王寺で育ったことを誇りに思える教育を、学校をは
じめ、家庭・地域が協働して、その達成に向けた取組を推進します。  

王寺町総合戦略 

基本目標１ 住んで満足 

 

・健康寿命奈良県一を目指す 

（65 歳以上の平均自立期間を延伸） 
現状値 目標値 

男性 12 位(17.92 年) 
女性 21 位(20.29 年) 
(H24 年） 

男女とも 1 位  
 
(H32 年) 

・合計特殊出生率 
現状値 目標値 

1.26 
(H26 年) 

1.50 
(H32 年) 

・人口の社会増（転入者数－転出者数） 
現状値 目標値 

＋122 人 
(H26 年度） 

＋100 人 
(H31 年度) 

 

数値目標 

 
・王寺町周辺宿泊者数 

現状値 目標値 
延 24,000 人(H27 年) 延 60,000 人(H31 年) 

・王寺駅（ＪＲ・近鉄）の利用者数（定期外） 
現状値 目標値 

9,717 人/日(H25 年度) 11,000 人/日(H31 年度) 

・達磨寺来訪者数 
現状値 目標値 

延 3,571 人(H27 年) 延 5,000 人(H31 年) 

・スポーツ活動支援についての満足度 
現状値 目標値 

33.6％(H25 年度) 50.0％(H31 年度) 

・文化・芸術活動の振興及び施設の充実につい
ての満足度 

現状値 目標値 
18.8％(H25 年度) 50.0％(H31 年度) 

 

 王寺でのしごと創生 
空き店舗などの情報提供を通じ、起業家の発掘や事業化支援に取り組みます。 

 
 王寺を基点とした周遊型観光の推進 

王寺町を基点として、周辺市町を含む観光客の流れをつくることができるよう、周遊型観光の拠点となる
宿泊施設の誘致をはじめ、観光関連事業者と連携した観光産業を活性化させる取組を推進します。 

また、外国人観光客が王寺町を訪れる交通手段や受け入れ態勢の強化とともに、王寺町の豊かな自然
や特徴的な文化財を観光資源として活用する取組を推進します。 

 文化やスポーツで地域の魅力を向上 
 文化やスポーツで地域の魅力を向上できるよう、多様な文化芸術に触れることのできる機会を創出・拡大
する取組とともに、地域で気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境整備や機会づくりを推進します。 

・小中一貫教育の推進  ・英語教育の充実 
・地域の歴史を学ぶ～郷土愛の醸成～  ・読書活動の推進 
・寺子屋塾（雪丸サポートスクール）の充実 
・「あいさつ＋1（プラスわん）」運動の推進 など 

・「歩く健康づくり」の推進 
・小さな拠点づくりでのサロン活動の拡充 
・特別養護老人ホームを拠点とした地域包括ケアシステムの確立 
・認知症に関する専門医療機関の相談・治療に結びつける連携体
制の構築 など 

・奈良県との「まちづくりに関する連携協定」の具体化（王寺駅周辺
の土地利用とまちなみ整備など） 

・定住促進事業の実施（『3 世代ファミリー定住支援』『U-40 定住チャ
レンジ支援』） 

・「空き家バンク」の広域での創設 など 

・泉の広場等の防災拠点施設の整備 
・自主防災組織運営に対する支援 
・避難支援体制の強化（要支援者に対する個別計画作成のサポートなど） 
・防犯カメラの設置 
・ドライブレコーダーの導入 
・公共施設における地球温暖化対策の推進（太陽光発電・蓄電池
の整備） 

・電気自動車の導入 
・電気自動車の充電器設置（EV 充電ステーション） など 

・若者の結婚応援の推進  ・産前産後ヘルパー事業の実施 
・地域子育て支援拠点（すくすく広場）の充実・拡大 
・病児保育開設（広域連携）西和医療センターでの実施 
・町立幼稚園での預かり保育事業の充実（長期休業中の実施） 
・休日夜間救急医療体制の確保（広域連携） など 

・女性の就業支援（ハローワークと連携） 
・女性が働きやすい環境づくり 
・柔軟な働き方「テレワーク」の検討 など 

・空き店舗（空き家バンク）を活用した起業の支援 
・起業支援制度の創設（相談窓口、資金調達支援、経営指導など） 
・雪丸カフェ ポエム（障害者雇用）の支援 
・特産品の開発支援 
・柔軟な働き方「テレワーク」の検討 など 

・王寺駅周辺のホテル誘致 
・イベントの開催（王寺ミルキーウェイ（天の川）など） 
・聖徳太子ゆかりの里周遊コースの確立 
・関西国際空港からの直通バス新路線を開設 
・おもてなし環境の整備（多言語観光マップの作成、アプリ開発、Wi-Fi
環境の整備など）  ・町内の観光スポットの整備（達磨寺、明神山） 

・達磨寺方丈の修復及び活用 など 

・「音楽のあるまちづくり団体」への支援 
・上質な文化芸術イベントの実施 
・連携協定大学によるコンサートや展示会の開催 
・総合型地域倶楽部「王寺やわらぎトラスト」の充実 
・大和川ジョギングコースの利活用 など 

※王寺町総合戦略は、町ホームページ等で閲覧することができます。 

王寺町総合戦略（概要版） 

発 行：平成 28 年 3 月 
発行者：王寺町 

〒636-8511 奈良県北葛城郡王寺町王寺 2 丁目 1番 23 号 
TEL 0745-73-2001（代表）  
FAX 0745-32-6447  
URL http://www.town.oji.nara.jp/ 

編 集：総務部政策推進課 

 
「王寺町総合戦略」は、「王寺町人口ビジョン」における人口の将来見込みを達成するために必要な 3 つの基本目標を「住んで満足」「働いて満足」「余暇を満足」とし、それぞれ数値目標や基本的

方向・具体的施策をまとめたものです。各具体的施策については、施策（取組）の達成度を客観的に効果検証するための重要業績評価指標（KPI）を設定しています。 

※「王寺町総合戦略」の対象期間は、平成 27（2015）年度から平成 31（2019）年度までの 5 年間 

基本目標２ 働いて満足 

基本目標３ 余暇を満足 

「王寺町総合戦略」に位置づける施
策（取組）を実効性のあるものとするた
め、PDCA サイクルを確立し、毎年度、
施策（取組）の効果検証を行います。 

また、効果検証を含め、実行段階に
おいても、「王寺町総合戦略懇話会（産
官学金言）」からの幅広いご意見を施
策（取組）の参考としていく予定です。 

＜総合戦略におけるＰＤＣＡサイクル＞ 

Ｐ（Plan：計画）  「総合戦略」の策定 
Ｄ（Do：実施）   施策（取組）の着実な実施 
Ｃ（Check：評価） 実施した施策（取組）の効果

を KPI 等により検証 
Ａ（Action：改善） 必要に応じた「総合戦略」の

改定 

基本的方向 主な取組 

主な取組 基本的方向 

数値目標 

数値目標 

基本的方向 主な取組 

総合戦略の効果検証と改善 Plan 
（計画） 

 

Action 
（改善） 

 

Do 
（実施） 

ＰＤＣＡ 
サイクル 

Check 
（評価） 


